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ことにする。なお、昭和48年1月～ 3月までに、大膳職 (第81次西)、 平城
京左京三条二坊十五坪 (奈良市庁舎建設用地)などについて調査を実施中である。













大 膳 職 北 方 (現状変更)
左 京 五条一坊 四坪 (奈良県警)
平 城 宮 東 院 (現状変更)
平 城 宮 北 方
平 城 宮 東 院 (現状変更)
右 京 西 一坊 大 路
平 城 宮 東 院 (現状変更)
西 隆 寺 第 5次調査 (正強学園)

































後宮中心部の調査はすでに昭和42年度に終了してお り (第36次調査)、 後宮
正殿を中心とした数棟の建物群が発見されている。今回の調査では、掘立柱塀 15
条・ 建物12棟・ 濤 8条・ 井戸 l基などを新たに検出した (第2表)。 発見した
遺構は大きく3期に区分できる。































































































































辺 l,70″の方形の枠を組む。東 。西・南の三方に最下段の枠板の一部が残存 し、
もとは高さ30∽I表どの板を 3段に組み上げていたものと推定される。井戸枠付
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第2図 推定第2次内裏第E一l期遺構配置図 0    10    20    30   40m
近は中世の濤によって一部分破壊 されているが、南北 5.8″、東西 7.32の範囲
を径80～40助の玉石で舗装している。井戸枠はこの石敷面の西南隅に位置し、


















井戸底からは墨書士器の細片数点 (判読不能)、 削りかけ 4点、土馬、櫛 6点
「 白物桶」の木札 1点、曲物部品10点、折敷底板 3点、あみかご 2個体分、俵























もっとも大きな建物である。南 6間は総柱であるが、北 3間の棟通りの柱 2本は












































dB7873を廃棄した後、その東に 3間X5間(梁行 。桁行ともに 9尺等間)の
東西棟建物 Sβ7882を建てる。周囲には足場穴を伴なっている。建物の三方を囲















































































































































































































































1.遺   構
平城京造営以前の川の流路 2条。奈良時代の掘立柱建物 8棟、柵 7条、井戸 l








小 路 小路 ざX0873は輻 4.5″前後の路面をもち、西側溝 としてdD0874、
東側濤としてSD0872をともな っている。側濤は各輻 1.12であるが、水流に関
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a,胡    dB0864-4 , dβ0867 , dB0862 , S40863-4 , d五〇870 ,
dB0871
b,割    Sβ0864-】 , dB0868 , dB0861 , d40863-B
c,鋼    S,0869 , SB0866













屋 7尺、廂 6尺である。 S】0875は、 7間X3間の西廂南北棟建物で、柱間は桁













った遺物としては、井戸 SE0877底の礫敷上に置かれた須恵器の杯 2点、瓶 2点、
壷 l点、甕 1点、土師器の皿 1点、杯 3点、高杯 l点、薬壷 l点、木槌 l点、曲
物 2点が挙げられる。









考える大きな手掛 りを与えるものである。全体の状況は、昭和 49年の 2月上旬
から始まっている十五 ノ坪東半の発掘調査の結果を待 って判断 したい。
右京西一坊大路の調査 (第82-4次)
調査地は、平城京西一坊大路に相当する地であり、西一坊大路西側濤の検出が
予想されたため、調査地に南北 25″、東西 14カの トレンチを設定した。
現地表には厚さ約4.0"にわた ってごく最近の盛土があるが、遺構はこの盛土
の下、約70協で検出された。検出した主な遺構には、素掘 りの濤4条、井戸 1、
土装 l、 掘立柱柱穴 4個がある。
井戸は、一辺62協の方形の木枠をもった小型の井戸で、幅約20働の板 3枚
を並べて一辺 とし、内側には一辺 4レの角材を組んで内張 りにしている。遺構面
下50磁で底になり、井戸底には砂が堆積していた。井戸中から土師器、須恵器、
黒色土器、瓦が出土 した。




































































































































































































































































市歌姫町で 3ケ所、京都府相楽郡木津町で 2ケ所において発掘調査をおこな った。
1.奈良市歌姫町
1 第21地点 第 21地点は奈良市歌姫町436・437・ 438。439。452













では丘陵に沿 った幅約 50協の素掘 りの濤を 1条検出したが、遺構の性格は不引
である。
4区では、幅 1″の トレンチを 4本、延ぺ 68″設定し、灰原 3ケ所、柱穴19











水路内にかか つた部分しか確認できなか ったが、幅約 1.6″で、東に焚 口部のつ







































箋には、把手のつ くものとつかないものがある。他に直径約20帰の ドー ナリ
形をした土製品があるが破片でもあり、原形・用途いずれも不明である。































7 0 0prで地山に達 したが、土器 。埴
輪等の遺物はなく、また、盛 り上・
葺石等の墳丘施設も検出されなか っ
た。このことは、当初の推定とは反
対に当地が古墳でないことを物語 っ
ている。
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第9図 音如谷瓦窯出土軒瓦拓本
